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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両手の指のうち印刷しようとする爪に対応する指である印刷指が挿入される印刷指挿入
部と、
　前記印刷指挿入部に挿入された印刷指の爪にそれぞれ印刷を施す印刷処理手段と、
　両手同時印刷指示を行う第１の印刷開始指示手段と、
　印刷開始指示を行う第２の印刷開始指示手段と、
　前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指示がなされたときは、直ちに各爪への印
刷処理を開始するよう前記印刷処理手段を制御し、他方、前記第１の印刷開始指示手段に
よる印刷開始指示がなされたときは、前記第１の印刷開始指示手段による印刷開始指示が
なされてから、予め定められている時間経過後に印刷処理を開始するように前記印刷処理
手段を制御する制御手段と、
　を備えていることを特徴とするネイルプリント装置。
【請求項２】
　両手の指のうち印刷しようとする爪に対応する指である印刷指が挿入される印刷指挿入
部と、
　前記印刷指挿入部に挿入された印刷指の爪にそれぞれ印刷を施す印刷処理手段と、
　両手同時印刷指示を行う第１の印刷開始指示手段と、
　印刷開始指示を行う第２の印刷開始指示手段と、
　前記第２の印刷開始指示手段のみによる印刷開始指示がなされたときは、直ちに各爪へ
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の印刷処理を開始するよう前記印刷処理手段を制御し、他方、前記第１の印刷開始指示手
段による印刷開始指示がなされ、その後、前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指
示がなされたときは、前記第２の印刷開始指示手段から指示が入力されてから、予め定め
られている時間経過後に印刷処理を開始するように前記印刷処理手段を制御する制御手段
と、
　を備えていることを特徴とするネイルプリント装置。
【請求項３】
　前記印刷処理手段は、
　印刷指の爪を撮影する撮影手段と、
　前記撮影手段により撮影された爪領域にそれぞれ印刷を施す印刷手段と、
　を備えていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のネイルプリント装置。
【請求項４】
　前記第１の印刷開始指示手段又は前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指示がな
されてから前記印刷処理手段による印刷処理が開始されるまでの予め定められている経過
時間の長さを任意に切り替える切替手段を備えていることを特徴とする請求項１から請求
項３のいずれか一項に記載のネイルプリント装置。
【請求項５】
　両手の指のうち印刷しようとする爪に対応する指である印刷指が挿入される印刷指挿入
部、前記印刷指挿入部に挿入された印刷指の爪にそれぞれ印刷を施す印刷処理手段、両手
同時印刷指示を行う第１の印刷開始指示手段、および、印刷開始指示を行う第２の印刷開
始指示手段を備えているネイルプリント装置に用いられる印刷制御方法において、
　前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指示がなされたときは、直ちに各爪への印
刷処理を開始するよう前記印刷処理手段を制御し、他方、前記第１の印刷開始指示手段に
よる印刷開始指示がなされたときは、前記第１の印刷開始指示手段による印刷開始指示が
なされてから、予め定められている時間経過後に印刷処理を開始するように前記印刷処理
手段を制御する制御ステップを備えていることを特徴とする印刷制御方法。
【請求項６】
　両手の指のうち印刷しようとする爪に対応する指である印刷指が挿入される印刷指挿入
部、前記印刷指挿入部に挿入された印刷指の爪にそれぞれ印刷を施す印刷処理手段、両手
同時印刷指示を行う第１の印刷開始指示手段、および、印刷開始指示を行う第２の印刷開
始指示手段を備えているネイルプリント装置に用いられる印刷制御方法において、
　前記第２の印刷開始指示手段のみによる印刷開始指示がなされたときは、直ちに各爪へ
の印刷処理を開始するよう前記印刷処理手段を制御し、他方、前記第１の印刷開始指示手
段による印刷開始指示がなされ、その後、前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指
示がなされたときは、前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指示がなされてから、
予め定められている時間経過後に印刷処理を開始するように前記印刷処理手段を制御する
制御ステップを備えていることを特徴とする印刷制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネイルプリント装置及び印刷制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ネイルプリント装置は、印刷しようとする爪の指を、装置本体に設けた指載置台に位置
決めし、この位置決めした指の爪に画像を印刷するプリント装置であるが、こうしたネイ
ルプリント装置は、これまで指を１本ずつ装置内にセットして印刷するものが多かった。
　ところで、近時、指の固定法や指の種類を識別する技術の向上等により複数本の指を一
時に印刷することが可能なネイルプリント装置が開発されるに至っている（例えば、特許
文献１）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００３－５３４０８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、こうした従来のネイルプリント装置の場合、両手の指を一時に印刷する
場合や、左右の指を２本（例えば、親指２本）同時に印刷する場合には、指載置台に両手
の指や、左右の指を載置した状態のもとで、印刷ボタンを指で操作することはできないた
め、２回に分けて片手ずつ印刷するか、若しくはフットスイッチ等を用いるしかなかった
。このため、装置への指のセット、印刷という動作を片手ずつに分けて行わなければなら
ず、手間と時間を浪費していた。
【０００５】
　本発明は以上のような事情に鑑みてなされたものであり、両手の指の爪に同時期に印刷
を施す場合でも、できるだけ少ない手間と時間で確実に印刷を行うことのできるネイルプ
リント装置及び印刷制御方法を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、請求項１に記載のネイルプリント装置は、
　両手の指のうち印刷しようとする爪に対応する指である印刷指が挿入される印刷指挿入
部と、
　前記印刷指挿入部に挿入された印刷指の爪にそれぞれ印刷を施す印刷処理手段と、
　両手同時印刷指示を行う第１の印刷開始指示手段と、
　印刷開始指示を行う第２の印刷開始指示手段と、
　前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指示がなされたときは、直ちに各爪への印
刷処理を開始するよう前記印刷処理手段を制御し、他方、前記第１の印刷開始指示手段に
よる印刷開始指示がなされたときは、前記第１の印刷開始指示手段による印刷開始指示が
なされてから、予め定められている時間経過後に印刷処理を開始するように前記印刷処理
手段を制御する制御手段と、
　を備えていることを特徴としている。
【０００８】
　また、請求項２に記載のネイルプリント装置は、
　両手の指のうち印刷しようとする爪に対応する指である印刷指が挿入される印刷指挿入
部と、
　前記印刷指挿入部に挿入された印刷指の爪にそれぞれ印刷を施す印刷処理手段と、
　両手同時印刷指示を行う第１の印刷開始指示手段と、
　印刷開始指示を行う第２の印刷開始指示手段と、
　前記第２の印刷開始指示手段のみによる印刷開始指示がなされたときは、直ちに各爪へ
の印刷処理を開始するよう前記印刷処理手段を制御し、他方、前記第１の印刷開始指示手
段による印刷開始指示がなされ、その後、前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指
示がなされたときは、前記第２の印刷開始指示手段から指示が入力されてから、予め定め
られている時間経過後に印刷処理を開始するように前記印刷処理手段を制御する制御手段
と、
　を備えていることを特徴としている。
【０００９】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載のネイルプリント装置
において、
　前記印刷処理手段は、
　印刷指の爪を撮影する撮影手段と、
　前記撮影手段により撮影された爪領域にそれぞれ印刷を施す印刷手段と、
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　を備えていることを特徴としている。
【００１０】
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のネイル
プリント装置において、
　前記第１の印刷開始指示手段又は前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指示がな
されてから前記印刷処理手段による印刷処理が開始されるまでの予め定められている経過
時間の長さを任意に切り替える切替手段を備えていることを特徴としている。
【００１２】
　また、請求項５に記載の印刷制御方法は、
　両手の指のうち印刷しようとする爪に対応する指である印刷指が挿入される印刷指挿入
部、前記印刷指挿入部に挿入された印刷指の爪にそれぞれ印刷を施す印刷処理手段、両手
同時印刷指示を行う第１の印刷開始指示手段、および、印刷開始指示を行う第２の印刷開
始指示手段を備えているネイルプリント装置に用いられる印刷制御方法において、
　前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指示がなされたときは、直ちに各爪への印
刷処理を開始するよう前記印刷処理手段を制御し、他方、前記第１の印刷開始指示手段に
よる印刷開始指示がなされたときは、前記第１の印刷開始指示手段による印刷開始指示が
なされてから、予め定められている時間経過後に印刷処理を開始するように前記印刷処理
手段を制御する制御ステップを備えていることを特徴としている。
【００１３】
　また、請求項６に記載の印刷制御方法は、
　両手の指のうち印刷しようとする爪に対応する指である印刷指が挿入される印刷指挿入
部、前記印刷指挿入部に挿入された印刷指の爪にそれぞれ印刷を施す印刷処理手段、両手
同時印刷指示を行う第１の印刷開始指示手段、および、印刷開始指示を行う第２の印刷開
始指示手段を備えているネイルプリント装置に用いられる印刷制御方法において、
　前記第２の印刷開始指示手段のみによる印刷開始指示がなされたときは、直ちに各爪へ
の印刷処理を開始するよう前記印刷処理手段を制御し、他方、前記第１の印刷開始指示手
段による印刷開始指示がなされ、その後、前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指
示がなされたときは、前記第２の印刷開始指示手段による印刷開始指示がなされてから、
予め定められている時間経過後に印刷処理を開始するように前記印刷処理手段を制御する
制御ステップを備えていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、操作子を操作してから予め定められている時間が経過後に印刷が開始
されるため、操作子を操作した後に、印刷指が印刷指挿入部に挿入された場合でも、当該
挿入された印刷指の爪に印刷を施すことができる。また、操作子を操作した後に、両手の
印刷指が印刷指挿入部に挿入された場合でも、当該挿入された両手の印刷指の爪に同時に
印刷を施すことができ、印刷に要する手間と時間を少なくすることができるとの効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係るネイルプリント装置の一実施形態を概念的に示した斜視図で、蓋体
を開いた状態を示している。
【図２】図１のネイルプリント装置の装置本体を概念的に示した斜視図である。
【図３】図１のネイルプリント装置の要部である印刷指固定手段を示した断面図で、印刷
指として人差し指から小指を印刷指挿入部に挿入した際の固定態様を示している。
【図４】図１のネイルプリント装置の印刷指挿入部に印刷指として人差し指から小指を挿
入した状態を示した斜視図である。
【図５】図１のネイルプリント装置の印刷指挿入部に印刷指として両手の親指を挿入した
状態を示した斜視図である。
【図６】図１のネイルプリント装置の正面側の断面図である。
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【図７】図１のネイルプリント装置の側断面図である。
【図８】本実施形態に係るネイルプリント装置の制御構成を示した要部ブロック図である
。
【図９】図１のネイルプリント装置の操作盤の一例を示す平面図である。
【図１０】第１の実施形態の印刷処理を示すフローチャートである。
【図１１】第２の実施形態の印刷処理を示すフローチャートである。
【図１２】第３の実施形態に係るネイルプリント装置の操作盤の一例を示す平面図である
。
【図１３】第３の実施形態の印刷処理を示すフローチャートである。
【図１４】第４の実施形態の印刷処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　［第１の実施の形態］
　先ず、図１から図１０を参照しつつ、本発明に係るネイルプリント装置の第１の実施形
態について説明する。
【００１７】
　図１は、本実施形態におけるネイルプリント装置の外観を示す斜視図であり、図２は、
ネイルプリント装置の内部構成を示す斜視図である。
　図１に示すように、このネイルプリント装置１は、ケース本体２及び蓋体４を備えてい
る。このケース本体２及び蓋体４は、ケース本体２の上面後端部に設けたヒンジ３を介し
て、互いに連結されている。
【００１８】
　上記ケース本体２は平面視で長円状に形成されている。このケース本体２には前側には
開閉板２ｃが起倒可能に設けられている。この開閉板２ｃは、ケース本体２の前面下端部
に設けたヒンジ（図示せず）を介して、ケース本体２に連結されている。この開閉板２ｃ
は、ケース本体２の前面を開閉するためのものである。
　また、ケース本体２の天板２ｆの中央部には後述する操作盤５２が設置されている。
　なお、ケース本体２及び蓋体４の形状、構成はここに例示したものに限定されない。
【００１９】
　また、ケース本体２にはネイルプリント装置１の装置本体１０が収容されている。この
装置本体１０は、図２に示す印刷指固定手段を構成している印刷指固定部２０、撮影手段
を構成している撮影部３０、印刷手段を構成している印刷部４０及び制御手段を構成して
いる制御部５０（図８参照）を備えている。これら印刷指固定部２０、撮影部３０、印刷
部４０及び制御部５０は機枠１１に設けられている。
　なお、機枠１１は下部機枠１１ａ及び上部機枠１１ｂによって構成されている。そして
、下部機枠１１ａは箱状に形成され、ケース本体２の内部下方に設置され、上部機枠１１
ｂは下部機枠１１ａの上方で且つケース本体２の内部上方に設置されている。
【００２０】
　印刷指固定部２０は、機枠１１の中の下部機枠１１ａに設けられている。この下部機枠
１１ａに設けられた印刷指挿入部２０ａ、非印刷指挿入部２０ｂ及び掴み部２０ｃによっ
て印刷指固定部２０が構成されている。
　ここで、印刷指挿入部２０ａは、印刷しようとする爪Ｔに対応する指（以下「印刷指」
という。）Ｕ１を挿入するめための指挿入部である（図３参照）。
　また、非印刷指挿入部２０ｂは、印刷指以外の指（以下「非印刷指」という。）Ｕ２を
挿入するための指挿入部である（図３参照）。
　また、掴み部２０ｃは、印刷指挿入部２０ａに挿入された印刷指Ｕ１と、非印刷指挿入
部２０ｂに挿入された非印刷指Ｕ２とで挟持することが可能な部分である。本実施形態に
おいて、この掴み部２０ｃは印刷指挿入部２０ａと非印刷指挿入部２０ｂとを仕切る隔壁
２１によって構成されている。
【００２１】
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　この隔壁２１の上面は平坦な印刷指載置面を構成している。この隔壁２１の指挿入側端
部には膨出部２２が形成されている。この膨出部２２は、印刷指挿入部２０ａ及び非印刷
指挿入部２０ｂに印刷指Ｕ１及び非印刷指Ｕ２を深く挿入した際に、印刷指Ｕ１及び非印
刷指Ｕ２の付け根Ｕ３が当接する部分に形成されている。膨出部２２は、印刷指Ｕ１の腹
全体が印刷指載置面に当接した状態で、印刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２とで隔壁２１（掴み部
２０ｃ）を強く挟持することができるように、指挿入方向の断面が、隔壁２１の下面から
下方に向けて膨出するように円形となっている。なお、膨出部２２の形状は、断面円形に
限定されることなく、断面楕円形，多角形等の非円形であってもよい。
【００２２】
　図３は、左手の親指以外の４本の指（人差し指、中指、薬指及び小指）が印刷指Ｕ１と
なる場合における印刷指Ｕ１の固定態様の一例を具体的に示したものである。
　この場合、図３に示すように、ユーザが印刷指挿入部２０ａに挿入された印刷指Ｕ１と
、非印刷指挿入部２０ｂに挿入された非印刷指Ｕ２とで掴み部２０ｃを挟持することによ
り、印刷指Ｕ１が掴み部２０ｃの上で固定される。
【００２３】
　図４及び図５は、印刷時の印刷指Ｕ１の挿入態様の一例を示したものである。
　本実施形態のネイルプリント装置１では、左右いずれかの手の親指以外の４本の指（人
差し指、中指、薬指及び小指）が印刷指Ｕ１となる場合と、親指が印刷指Ｕ１となる場合
がある。
【００２４】
　図４には、左手の親指以外の４本の指が印刷指Ｕ１となる場合の態様が示されている。
この場合、親指以外の４本の指（印刷指Ｕ１）が平面的に並んだ状態で印刷指挿入部２０
ａに挿入され、親指（非印刷指Ｕ２）が非印刷指挿入部２０ｂに挿入される。そして、印
刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２とで掴み部２０ｃを挟持することで印刷指Ｕ１が固定される（図
３参照）。
【００２５】
　また、図５には、両手の親指が印刷指Ｕ１となる場合の態様が示されている。この場合
、親指（印刷指Ｕ１）が印刷指挿入部２０ａに挿入され、親指以外の４本の指（非印刷指
Ｕ２）が上下方向に重ね合わさった状態で非印刷指挿入部２０ｂに挿入される。そして、
印刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２である人差し指とで掴み部２０ｃを挟持することで印刷指Ｕ１
が固定される。
【００２６】
　なお、本実施形態においては、左右いずれか一方の手の親指のみに印刷を施したい場合
等、片手の親指のみが印刷指Ｕ１となることもある。この場合には、印刷指Ｕ１となる方
の親指のみが印刷指挿入部２０ａに挿入され、親指以外の４本の指（非印刷指Ｕ２）が上
下方向に重ね合わさった状態で非印刷指挿入部２０ｂに挿入される。
　また、このように片手の手の親指のみが印刷指Ｕ１となる場合には、親指（印刷指Ｕ１
）が印刷指挿入部２０ａに挿入され、親指以外の４本の指（非印刷指Ｕ２）が平面的に並
んだ状態で非印刷指挿入部２０ｂに挿入されるように指を配置してもよい。この場合にも
、印刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２とで掴み部２０ｃを挟持することで印刷指Ｕ１が固定される
。
【００２７】
　また、図６は、本実施形態に係るネイルプリント装置１の正面側の断面図であり、図７
は、ネイルプリント装置１の側断面図である。
　図６及び図７に示すように、撮影部３０は、機枠１１の中の上部機枠１１ｂに設けられ
ている。
　すなわち、上部機枠１１ｂに設置された基板３１の中央部下面には、ドライバーを内蔵
した２００万画素程度以上の画素を有するカメラ３２が設置されている。また、基板３１
には、カメラ３２を囲むように白色ＬＥＤ等の照明灯３３が設置されている。撮影部３０
は、このカメラ３２及び照明灯３３を備えて構成されている。
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　この撮影部３０は、照明灯３３によって印刷指Ｕ１を照明し、カメラ３２によってその
印刷指Ｕ１を撮影し、指画像を取り込むためのものである。この撮影部３０は、後述する
制御部５０の制御装置５１に接続され、該制御装置５１によって制御されるようになって
いる。
【００２８】
　また、印刷部４０は主に上部機枠１１ｂに設けられている。
　すなわち、図２及び図６に示すように、上部機枠１１ｂの両側板には、２本のガイドロ
ッド４１が平行に架設されている。このガイドロッド４１には、主キャリッジ４２が摺動
自在に設置されている。また、図７に示すように、主キャリッジ４２の前壁４２ａおよび
後壁４２ｂには２本のガイドロッド４４が平行に架設されている。このガイドロッド４４
には、副キャリッジ４５が摺動自在に設置されている。この副キャリッジ４５の下面中央
部には、印刷ヘッド４６が搭載されている。
　本実施形態において、この印刷ヘッド４６は、インクを微滴化し、被印字媒体に対し直
接に吹き付けて印刷を行うインクジェット方式の印刷ヘッドである。なお、印刷ヘッド４
６の記録方式はインクジェット方式に限定されない。
【００２９】
　主キャリッジ４２は動力伝達手段（図示せず）を介してモータ４３に連結され、モータ
４３の正逆回転によって、ガイドロッド４１に沿って左右方向に移動ように構成されてい
る。また、副キャリッジ４５は動力伝達手段（図示せず）を介してモータ４７に連結され
、モータ４７の正逆回転によって、ガイドロッド４４に沿って前後方向に移動するように
構成されている。
　また、下部機枠１１ａには、印刷ヘッド４６にインクを供給するためのインクカートリ
ッジ４８が設けられている。インクカートリッジ４８は、図示しないインク供給管を介し
て印刷ヘッド４６と接続されており、適宜印刷ヘッド４６にインクを供給するようになっ
ている。
【００３０】
　印刷部４０は、これらガイドロッド４１、主キャリッジ４２、モータ４３、ガイドロッ
ド４４、副キャリッジ４５、印刷ヘッド４６、モータ４７及びインクカートリッジ４８等
を備えて構成されている。
【００３１】
　本実施形態では、印刷指Ｕ１の爪Ｔを撮影する上記撮影部３０と、この撮影部３０によ
り撮影された爪領域にそれぞれ印刷を施す印刷部４０とにより印刷処理手段が構成されて
いる。
【００３２】
　また、制御部５０は、上部機枠１１ｂに設けられている。図８は、本実施形態における
制御構成を示す要部ブロック図である。
　図８に示すように、この制御部５０は、基板３１等に設置された制御装置５１と、ケー
ス本体２の天板２ｆの中央部に設けられた液晶タッチパネル部５２０等からなる操作盤５
２とを備えている。
【００３３】
　図９は、操作盤５２の一例を示した図である。なお、図９では、液晶タッチパネル部５
２０に印刷処理の初期画面が表示されている例を示している。
　図９に示すように、操作盤５２には、例えば、ネイルプリント装置１の電源をＯＮする
電源スイッチ５２ａ、動作を停止させる停止スイッチ５２ｂ等が配置されている。また、
液晶タッチパネル部５２０には、印刷スイッチ５２ｅ、両手スイッチ５２ｆの他、動作を
中止させる中止スイッチ５２ｃ、前の処理動作に戻るための戻るスイッチ５２ｄ、印刷す
べきネイル画像パターン（すなわち、爪Ｔに印刷すべき所望のデザイン）をユーザが選択
するためのパターン選択スイッチ（図示せず）等、各種のスイッチが表示されるようにな
っている。
　本実施形態において、印刷スイッチ５２ｅ及び両手スイッチ５２ｆは、印刷開始指示を
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入力する操作子である。印刷スイッチ５２ｅは、印刷開始指示を入力する第２の印刷開始
指示手段であり、両手スイッチ５２ｆは、両手同時印刷指示を入力する第１の印刷開始指
示手段である。
【００３４】
　また、液晶タッチパネル部５２０には、デザイン確認用のサムネイル画像５２ｇが表示
されるようになっており、ユーザは、このサムネイル画像５２ｇを見て選択したデザイン
を確認し、もし異なるデザインに変更したい場合には、戻るスイッチ５２ｄを操作して、
ネイル画像パターンの選択画面（図示せず）に戻り、ネイル画像パターン（デザイン）を
選択し直すことができる。
【００３５】
　制御装置５１は、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only
 Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory)等（全て図示せず）を備えるコンピュータで
あり、ＲＯＭ等には印刷すべきネイル画像パターン等のデータや印刷プログラム等の各種
プログラムが格納され、制御装置５１はこのプログラムを実行して各部を制御するように
なっている。
【００３６】
　特に本実施形態においては、制御装置５１は印刷部４０等を制御する制御手段として機
能する。
　具体的には、制御装置５１は、第２の印刷開始指示手段である印刷スイッチ５２ｅから
指示が入力されたときは、直ちに各爪Ｔへの印刷処理を開始するよう印刷処理手段（すな
わち、撮影部３０、印刷部４０）を制御する。他方、第１の印刷開始指示手段である両手
スイッチ５２ｆから指示が入力されたときは、両手スイッチ５２ｆから指示が入力されて
から予め定められている時間経過後に印刷処理を開始するように印刷処理手段（すなわち
、撮影部３０、印刷部４０）を制御するようになっている。
【００３７】
　ここで印刷処理とは、印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷を施すための処理であり、本実施形態で
は、撮影部３０による印刷指Ｕ１の撮影と印刷部４０による印刷である。
　すなわち、印刷スイッチ５２ｅ、両手スイッチ５２ｆが操作され印刷動作に入るときに
は、制御装置５１は、印刷部４０による印刷を開始する前に、まず撮影部３０を制御して
印刷指Ｕ１の撮影を行わせ、印刷指Ｕ１の画像データを取得する。そして、制御装置５１
は、撮影部３０によって取得された印刷指Ｕ１の画像データに基づいて、印刷指挿入部２
０ａに挿入されている印刷指Ｕ１の種類、当該印刷指Ｕ１の爪Ｔの位置・大きさ・範囲等
を判断し、印刷部４０による印刷の位置・範囲等を決定するようになっている。
　また、制御装置５１は、操作盤５２のパターン選択スイッチから入力される情報に基づ
いて、ＲＯＭ等に格納されているネイル画像パターンの中から印刷すべきネイル画像パタ
ーンを選択し、当該ネイル画像パターンのデータを印刷部４０に出力する。
　そして、制御装置５１により、印刷部４０による印刷の位置・範囲等が決定されるとと
もに、印刷すべきネイル画像パターンのデータが印刷部４０に出力されると、制御装置５
１は、印刷部４０を制御して印刷指Ｕ１の各爪Ｔに選択されたネイル画像パターンを印刷
させる。
【００３８】
　また、両手スイッチ５２ｆから指示が入力されてから印刷処理を開始するまでの予め定
められている時間とは、特に限定されないが、ユーザが印刷スイッチ５２ｅを操作してか
ら、印刷指Ｕ１を印刷指挿入部２０ａに挿入し、非印刷指Ｕ２を非印刷指挿入部２０ｂに
挿入して、印刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２とで掴み部２０ｃを挟持するのに要する時間を考慮
して、例えば１０秒程度である。
　本実施形態において、制御装置５１はタイマー機能を備えており、両手スイッチ５２ｆ
から指示が入力されてからの経過時間を計時している。そして、予め設定されている時間
が経過すると、印刷処理を開始するように撮影部３０及び印刷部４０を制御する。
　なお、例えば、予め定められている時間の経過が近づくと直に印刷処理が開始される旨
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の音声案内（例えば「あと２秒で印刷を開始します。」等）をスピーカから発音させたり
、液晶タッチパネル部５２０にその旨を表示させたり、ランプを点灯させる等により、ユ
ーザに対して印刷処理を開始するタイミングを報知するように構成してもよい。このよう
にした場合には、ユーザに印刷処理に対する準備や心構えができるため、より好ましい位
置に印刷指Ｕ１を待機させ、より確実な指の固定を行うことができると期待できる。
【００３９】
　次に、図１０を参照しつつ、本実施形態におけるネイルプリント装置１の作用を説明す
る。
　このネイルプリント装置１では、印刷指挿入部２０ａに挿入した印刷指Ｕ１の爪Ｔに同
時に印刷が施される。ここで「同時に印刷」とは、一度に印刷指挿入部２０ａに挿入した
印刷指Ｕ１を取り出すことなく印刷できることを意味している。
【００４０】
　印刷を行う場合、ユーザはまず、電源スイッチ５２ａを入れて制御部５０を起動させ、
印刷指Ｕ１に印刷したいネイル画像パターン（デザイン）を選択する。選択されたネイル
画像パターンは、液晶タッチパネル部５２０に、デザイン確認用のサムネイル画像５２ｇ
として表示される。このデザインでよい場合には、ユーザは図示しない確定ボタンでネイ
ル画像パターンを確定させる。ネイル画像パターンが確定されると、液晶タッチパネル部
５２０に、図９に示すような印刷処理の初期画面表示が表示される（ステップＳ１）。
【００４１】
　片手ずつ印刷を行う場合には、ユーザは、印刷指Ｕ１を印刷指挿入部２０ａに挿入し、
非印刷指Ｕ２を非印刷指挿入部２０ｂに挿入して、印刷指Ｕ１を固定した上で、印刷スイ
ッチ５２ｅを操作する。
　例えば、左手の人差し指、中指、薬指及び小指の爪Ｔに印刷を施したい場合には、図４
に示すように、印刷指挿入部２０ａに人差し指、中指、薬指及び小指を平面的に並べて挿
入し、非印刷指挿入部２０ｂに親指を挿入する。そして、印刷指挿入部２０ａに挿入した
人差し指、中指、薬指及び小指と非印刷指挿入部２０ｂに挿入した親指とで掴み部２０ｃ
を挟持する。これによって、印刷指Ｕ１である人差し指、中指、薬指及び小指が固定され
る。そして、ユーザは、ネイルプリント装置１に挿入していない方の手（本実施形態では
右手）で印刷スイッチ５２ｅを操作する。
【００４２】
　制御装置５１は、液晶タッチパネル部５２０の印刷スイッチ５２ｅから指示が入力され
たか否か（すなわち、印刷スイッチ５２ｅに対するタッチ操作があったか否か）を判断す
る（ステップＳ２）。印刷スイッチ５２ｅから指示が入力されたとき（ステップＳ２；Ｙ
ＥＳ）は、直ちに各爪Ｔへの印刷処理を開始するよう印刷処理手段を制御する。すなわち
、まず撮影部３０が作動され、印刷指Ｕ１全体が撮影される（ステップＳ３）。その撮影
信号は制御部５０で処理されて、印刷指Ｕ１の配置、指の種類等が特定される。取得され
た画像データはＲＡＭ等に記憶される（ステップＳ４）。次いで、最初に印刷する印刷指
Ｕ１（例えば人差し指）を撮影部３０で撮影し、この撮影信号が制御部５０で処理されて
、爪Ｔの位置、形状等が特定される（ステップＳ５）。取得された画像データはＲＡＭ等
に記憶される。その後、印刷部４０が作動され、当該印刷指Ｕ１の爪領域に選択されたネ
イル画像パターン（デザイン）が印刷される（ステップＳ６）。
　同様に、中指、薬指及び小指についてもそれぞれ撮影部３０による撮影と印刷部４０に
よる印刷とが繰り返される。
　制御装置５１は、初めに撮影された印刷指Ｕ１全体に対応する指全てについての印刷が
終了したかを判断し（ステップＳ７）、終了していない場合（ステップＳ７；ＮＯ）には
、ステップＳ５に戻って処理を繰り返す。印刷指Ｕ１全体に対応する指全てについての印
刷が終了した場合（ステップＳ７；ＹＥＳ）には、処理を終了する。
　なお、初めに撮影された印刷指Ｕ１全体に対応する指全てについての印刷が終了すると
、液晶タッチパネル部５２０における表示、スピーカからの音声案内、又はランプの点灯
、点滅等により、ユーザにその旨が報知されるようになっていることが好ましい。
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【００４３】
　他方、例えば両手の親指を同時に印刷したい場合には、ユーザは、両手スイッチ５２ｆ
を操作する。そして、ユーザは、予め定められている時間内（例えば１０秒以内）に、例
えば図５に示すように、印刷指Ｕ１である両手の親指を印刷指挿入部２０ａに挿入し、非
印刷指Ｕ２である人差し指、中指、薬指及び小指を非印刷指挿入部２０ｂに挿入する。そ
して、印刷指挿入部２０ａに挿入した両手の親指と非印刷指挿入部２０ｂに挿入した人差
し指、中指、薬指及び小指とで掴み部２０ｃを挟持する。これによって、印刷指Ｕ１であ
る両手の親指が固定される。
【００４４】
　制御装置５１は、印刷スイッチ５２ｅから指示が入力されないとき（ステップＳ２；Ｎ
Ｏ）は、さらに両手スイッチ５２ｆから指示が入力されたか否かを判断する（ステップＳ
８）。両手スイッチ５２ｆから指示が入力されていないとき（ステップＳ８；ＮＯ）は、
ステップＳ２に戻って処理を繰り返す。両手スイッチ５２ｆから指示が入力されたとき（
ステップＳ８；ＹＥＳ）は、制御装置５１は、両手スイッチ５２ｆから指示が入力されて
からの経過時間を計時して（ステップＳ９）、予め定められている時間が経過したか否か
を常に判断する（ステップＳ１０）。
　そして、予め定められている時間が経過すると（ステップＳ１０；ＹＥＳ）、各爪Ｔへ
の印刷処理を開始するよう印刷処理手段（すなわち、撮影部３０、印刷部４０）を制御す
る。撮影部３０及び印刷部４０については、前述のステップＳ３からステップＳ７と同様
であるので、その説明を省略する。
【００４５】
　以上のように、本実施形態におけるネイルプリント装置１によれば、次のような効果が
得られる。
　すなわち、本実施形態では、両手スイッチ５２ｆを操作した場合には、両手スイッチ５
２ｆを操作してから予め定められている時間（例えば１０秒）経過後に印刷が開始される
。このため、両手の指を印刷する場合でも、手でスイッチ操作をしてから印刷指Ｕ１を所
定の位置に固定することができ、フットスイッチ等を用いずに簡易かつ確実に爪Ｔの印刷
処理を行うことができる。すなわち、例えば両手の全ての指の爪Ｔに印刷を施す場合でも
、右手の人差し指、中指、薬指及び小指、左手の人差し指、中指、薬指及び小指、両手の
親指という３回の印刷処理により全ての印刷を行うことができる。
　また、印刷処理手段は、印刷指Ｕ１の爪Ｔを撮影する撮影部３０と、この撮影部３０に
より撮影された爪領域にそれぞれ印刷を施す印刷部４０とを備えているので、複数の指を
同時に印刷する場合でも、印刷指Ｕ１の種類や大きさ、各印刷指Ｕ１の爪Ｔの位置、範囲
等を正確に識別して、適切な位置に印刷を施すことができる。
【００４６】
［第２の実施の形態］
　次に、本発明に係るネイルプリント装置の第２の実施形態について説明する。なお、本
実施形態は、ネイルプリント装置の印刷処理の制御の手法が第１の実施形態と異なるもの
であるため、以下においては、特に第１の実施形態と異なる点について説明する。
【００４７】
　本実施形態のネイルプリント装置１は、第１の実施形態とほぼ同様の装置構成を備えて
いる。
【００４８】
　本実施形態において、制御装置５１は、第１の実施形態と同様に、印刷部４０等を制御
する制御手段として機能する。
　具体的には、第２の印刷開始指示手段である印刷スイッチ５２ｅのみから指示が入力さ
れたときは、直ちに各爪Ｔへの印刷処理を開始するよう印刷処理手段（すなわち、撮影部
３０、印刷部４０）を制御する。他方、第１の印刷開始指示手段である両手スイッチ５２
ｆから指示が入力され、その後第２の印刷開始指示手段である印刷スイッチ５２ｅから指
示が入力されたときは、印刷スイッチ５２ｅから指示が入力されてから予め定められてい



(11) JP 5051276 B2 2012.10.17

10

20

30

40

50

る時間経過後に印刷処理を開始するように印刷処理手段（すなわち、撮影部３０、印刷部
４０）を制御するようになっている。
【００４９】
　なお、その他の構成は、第１の実施形態で示したものと同様であるため、その説明を省
略する。
【００５０】
　次に、図１１を参照しつつ、本実施形態におけるネイルプリント装置１の作用を説明す
る。
【００５１】
　印刷を行う場合、ユーザはまず、電源スイッチ５２ａを入れて制御部５０を起動させ、
印刷指Ｕ１に印刷したいネイル画像パターン（デザイン）を選択する。選択されたネイル
画像パターンは、液晶タッチパネル部５２０に、デザイン確認用のサムネイル画像５２ｇ
として表示される。このデザインでよい場合には、ユーザは図示しない確定ボタンでネイ
ル画像パターンを確定させる。ネイル画像パターンが確定されると、液晶タッチパネル部
５２０に、図９に示すような印刷処理の初期画面表示が表示される（ステップＳ２１）。
【００５２】
　片手ずつ印刷を行う場合には、ユーザは、印刷指Ｕ１を印刷指挿入部２０ａに挿入し、
非印刷指Ｕ２を非印刷指挿入部２０ｂに挿入して、印刷指Ｕ１を固定した上で、印刷スイ
ッチ５２ｅを操作する。
　例えば、左手の人差し指、中指、薬指及び小指の爪Ｔに印刷を施したい場合には、図４
に示すように、印刷指挿入部２０ａに人差し指、中指、薬指及び小指を平面的に並べて挿
入し、非印刷指挿入部２０ｂに親指を挿入する。そして、印刷指挿入部２０ａに挿入した
人差し指、中指、薬指及び小指と非印刷指挿入部２０ｂに挿入した親指とで掴み部２０ｃ
を挟持する。これによって、印刷指Ｕ１である人差し指、中指、薬指及び小指が固定され
る。そして、ユーザは、ネイルプリント装置１に挿入していない方の手（本実施形態では
右手）で印刷スイッチ５２ｅを操作する。
【００５３】
　制御装置５１は、液晶タッチパネル部５２０の印刷スイッチ５２ｅから指示が入力され
たか否か（すなわち、印刷スイッチ５２ｅに対するタッチ操作があったか否か）を判断す
る（ステップＳ２２）。印刷スイッチ５２ｅから指示が入力されたとき（ステップＳ２２
；ＹＥＳ）は、直ちに各爪Ｔへの印刷処理を開始するよう印刷処理手段を制御する。すな
わち、まず撮影部３０が作動され、印刷指Ｕ１全体が撮影される（ステップＳ２３）。そ
の撮影信号は制御部５０で処理されて、印刷指Ｕ１の配置、指の種類等が特定される。取
得された画像データはＲＡＭ等に記憶される（ステップＳ２４）。次いで、最初に印刷す
る印刷指Ｕ１（例えば人差し指）を撮影部３０で撮影し、この撮影信号が制御部５０で処
理されて、爪Ｔの位置、形状等が特定される（ステップＳ２５）。取得された画像データ
はＲＡＭ等に記憶される。その後、印刷部４０が作動され、当該印刷指Ｕ１の爪領域に選
択されたネイル画像パターン（デザイン）が印刷される（ステップＳ２６）。
　同様に、中指、薬指及び小指についてもそれぞれ撮影部３０による撮影と印刷部４０に
よる印刷とが繰り返される。
　制御装置５１は、初めに撮影された印刷指Ｕ１全体に対応する指全てについての印刷が
終了したかを判断し（ステップＳ２７）、終了していない場合（ステップＳ２７；ＮＯ）
には、ステップＳ２５に戻って処理を繰り返す。印刷指Ｕ１全体に対応する指全てについ
ての印刷が終了した場合（ステップＳ２７；ＹＥＳ）には、処理を終了する。
　なお、初めに撮影された印刷指Ｕ１全体に対応する指全てについての印刷が終了すると
、液晶タッチパネル部５２０における表示、音声案内、又はランプの点灯、点滅等により
、ユーザにその旨が報知されるようになっていることが好ましい。
【００５４】
　他方、例えば両手の親指を同時に印刷したい場合には、ユーザは、両手スイッチ５２ｆ
を操作してから印刷スイッチ５２ｅを操作する。そして、ユーザは、予め定められている
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時間内（例えば１０秒以内）に、印刷指Ｕ１である両手の親指を印刷指挿入部２０ａに挿
入し、非印刷指Ｕ２である人差し指、中指、薬指及び小指を非印刷指挿入部２０ｂに挿入
する。そして、印刷指挿入部２０ａに挿入した両手の親指と非印刷指挿入部２０ｂに挿入
した人差し指、中指、薬指及び小指とで掴み部２０ｃを挟持する。これによって、印刷指
Ｕ１である両手の親指が固定される。
【００５５】
　制御装置５１は、印刷スイッチ５２ｅから指示が入力されないとき（ステップＳ２２；
ＮＯ）は、さらに両手スイッチ５２ｆから指示が入力されたか否かを判断する（ステップ
Ｓ２８）。両手スイッチ５２ｆから指示が入力されていないとき（ステップＳ２８；ＮＯ
）は、ステップＳ２２に戻って処理を繰り返す。両手スイッチ５２ｆから指示が入力され
たとき（ステップＳ２８；ＹＥＳ）は、さらに印刷スイッチ５２ｅから指示が入力された
か否かを判断する（ステップＳ２９）。印刷スイッチ５２ｅから指示が入力されていない
とき（ステップＳ２９；ＮＯ）は、ステップＳ２に戻って処理を繰り返す。両手スイッチ
５２ｆの操作に続いて印刷スイッチ５２ｅからも指示が入力されたとき（ステップＳ２９
；ＹＥＳ）は、制御装置５１は、印刷スイッチ５２ｅから指示が入力されてからの経過時
間を計時して（ステップＳ３０）、予め定められている時間が経過したか否かを常に判断
する（ステップＳ３１）。
　そして、予め定められている時間が経過すると（ステップＳ３１；ＹＥＳ）、各爪Ｔへ
の印刷処理を開始するよう印刷処理手段（すなわち、撮影部３０、印刷部４０）を制御す
る。撮影部３０及び印刷部４０については、前述のステップＳ２３からステップＳ２７と
同様であるので、その説明を省略する。
【００５６】
　以上のように、本実施形態におけるネイルプリント装置１によれば、次のような効果が
得られる。
　すなわち、本実施形態では、両手スイッチ５２ｆの操作に続いて印刷スイッチ５２ｅを
操作することにより、印刷スイッチ５２ｅを操作してから予め定められている時間（例え
ば１０秒）経過後に印刷が開始される。このため、両手の印刷指Ｕ１の爪Ｔに対して印刷
をする場合でも、当該印刷指Ｕ１で印刷スイッチ５２ｅをスイッチ操作をしてから当該ス
イッチ操作した印刷指Ｕ１の爪Ｔを所定の印刷位置に固定することができ、フットスイッ
チ等を用いずに簡易かつ確実に爪Ｔの印刷処理を行うことができる。
すなわち、例えば両手の全ての印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷を施す場合でも、右手の人差し指
、中指、薬指及び小指、左手の人差し指、中指、薬指及び小指、両手の親指に対する印刷
処理により全ての印刷を行うことができる。
　また、印刷処理手段は、印刷指Ｕ１の爪Ｔを撮影する撮影部３０と、この撮影部３０に
より撮影された爪領域にそれぞれ印刷を施す印刷部４０とを備えているので、複数の指を
同時に印刷する場合でも、印刷指Ｕ１の種類や大きさ、各印刷指Ｕ１の爪Ｔの位置、範囲
等を正確に識別して、適切な位置に印刷を施すことができる。
【００５７】
［第３の実施の形態］
　次に、本発明に係るネイルプリント装置の第３の実施形態について説明する。なお、本
実施形態は、操作盤の構成が第１の実施形態及び第２の実施形態と異なるものであるため
、以下においては、特に第１の実施形態及び第２の実施形態と異なる点について説明する
。
【００５８】
　本実施形態のネイルプリント装置１は、第１の実施形態及び第２の実施形態とほぼ同様
の装置構成を備えている。
【００５９】
　図１２は、本実施形態におけるネイルプリント装置の操作盤の構成を示す平面図である
。
　本実施形態のネイルプリント装置では、ケース本体の天板の中央部と蓋体の裏面側に操
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作盤７２が設置されている。
　ケース本体の天板に設けられた操作盤７２には、例えば、ネイルプリント装置１の電源
をＯＮする電源ボタン７２ａ、動作を停止させる停止ボタン７２ｂ等が配置されている。
複数の数字ボタン７２ｃや決定ボタン７２ｄの他、印刷ボタン７２ｅ、両手ボタン７２ｆ
等、各種の操作ボタンが設けられている。
　また、蓋体の裏面側に設けられた操作盤７２には、液晶タッチパネル部７２０が設けら
れている。液晶タッチパネル部７２０には、例えば印刷すべきネイル画像パターン（すな
わち、爪Ｔに印刷すべき所望のデザイン）をユーザが選択するためのパターン選択スイッ
チ（図示せず）等、各種のスイッチが表示されるようになっている。
【００６０】
　また、本実施形態において、制御装置５１は、第１の実施形態及び第２の実施形態とほ
ぼ同様に、印刷部４０等を制御する制御手段として機能する。
　具体的には、制御装置５１は、第２の印刷開始指示手段である印刷ボタン７２ｅから指
示が入力されたときは、直ちに各爪Ｔへの印刷処理を開始するよう印刷処理手段（すなわ
ち、撮影部３０、印刷部４０）を制御する。他方、第１の印刷開始指示手段である両手ボ
タン７２ｆから指示が入力されたときは、両手ボタン７２ｆから指示が入力されてから予
め定められている時間経過後に印刷処理を開始するように印刷処理手段（すなわち、撮影
部３０、印刷部４０）を制御するようになっている。
【００６１】
　なお、その他の構成は、第１の実施形態及び第２の実施形態で示したものと同様である
ため、その説明を省略する。
【００６２】
　次に、図１３を参照しつつ、本実施形態におけるネイルプリント装置１の作用を説明す
る。
【００６３】
　印刷を行う場合、ユーザが、ネイルプリント装置１の電源ボタン７２ａを入れて制御部
５０を起動させ、印刷指Ｕ１に印刷したいネイル画像パターン（デザイン）を選択し、確
定させと、液晶タッチパネル部７２０に、図１２に示すような印刷処理の初期画面表示が
表示される（ステップＳ４１）。
【００６４】
　片手ずつ印刷を行う場合には、ユーザは、印刷指Ｕ１を印刷指挿入部２０ａに挿入し、
非印刷指Ｕ２を非印刷指挿入部２０ｂに挿入して、印刷指Ｕ１を固定した上で、印刷ボタ
ン７２ｅを操作する。
　例えば、左手の人差し指、中指、薬指及び小指の爪Ｔに印刷を施したい場合には、印刷
指挿入部２０ａに人差し指、中指、薬指及び小指を平面的に並べて挿入し、非印刷指挿入
部２０ｂに親指を挿入する。そして、印刷指挿入部２０ａに挿入した人差し指、中指、薬
指及び小指と非印刷指挿入部２０ｂに挿入した親指とで掴み部２０ｃを挟持する。これに
よって、印刷指Ｕ１である人差し指、中指、薬指及び小指が固定される。そして、ユーザ
は、ネイルプリント装置１に挿入していない方の手（本実施形態では右手）で印刷ボタン
７２ｅを操作する。
【００６５】
　制御装置５１は、印刷ボタン７２ｅから指示が入力されたか否か（すなわち、印刷ボタ
ン７２ｅが押圧されたか否か）を判断する（ステップＳ４２）。印刷ボタン７２ｅから指
示が入力されたとき（ステップＳ４２；ＹＥＳ）は、直ちに各爪Ｔへの印刷処理を開始す
るよう印刷処理手段を制御する。なお、ステップＳ４３からステップＳ４７の各処理は、
第１の実施形態におけるステップＳ３からステップＳ７の各処理と同様であるため、その
説明を省略する。
【００６６】
　他方、例えば両手の親指を同時に印刷したい場合には、ユーザは、両手ボタン７２ｆを
操作する。そして、ユーザは、予め定められている時間内（例えば両手ボタン７２ｆが操
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作されてから１０秒以内）に、印刷指Ｕ１である両手の親指を印刷指挿入部２０ａに挿入
し、非印刷指Ｕ２である人差し指、中指、薬指及び小指を非印刷指挿入部２０ｂに挿入す
る。そして、印刷指挿入部２０ａに挿入した両手の親指と非印刷指挿入部２０ｂに挿入し
た人差し指、中指、薬指及び小指とで掴み部２０ｃを挟持する。これによって、印刷指Ｕ
１である両手の親指が固定される。
【００６７】
　制御装置５１は、印刷ボタン７２ｅから指示が入力されないとき（ステップＳ４２；Ｎ
Ｏ）は、さらに両手ボタン７２ｆから指示が入力されたか否かを判断する（ステップＳ４
８）。両手ボタン７２ｆから指示が入力されていないとき（ステップＳ４８；ＮＯ）は、
ステップＳ４２に戻って処理を繰り返す。両手ボタン７２ｆから指示が入力されたとき（
ステップＳ４８；ＹＥＳ）は、制御装置５１は、両手ボタン７２ｆから指示が入力されて
からの経過時間を計時して（ステップＳ４９）、予め定められている時間が経過したか否
かを常に判断する（ステップＳ５０）。
　そして、予め定められている時間が経過すると（ステップＳ５０；ＹＥＳ）、各爪Ｔへ
の印刷処理を開始するよう印刷処理手段（すなわち、撮影部３０、印刷部４０）を制御す
る。撮影部３０及び印刷部４０については、前述のステップＳ４３からステップＳ４７と
同様であるので、その説明を省略する。
【００６８】
　以上のように、本実施形態におけるネイルプリント装置１によれば、次のような効果が
得られる。
　すなわち、本実施形態では、両手ボタン７２ｆを操作した場合には、両手ボタン７２ｆ
を操作してから予め定められている時間（例えば１０秒）経過後に印刷が開始される。こ
のため、両手の指を印刷する場合でも、手でボタン操作をしてから印刷指Ｕ１を所定の位
置に固定することができ、フットスイッチ等を用いずに簡易かつ確実に爪Ｔの印刷処理を
行うことができる。すなわち、例えば両手の全ての指の爪Ｔに印刷を施す場合でも、右手
の人差し指、中指、薬指及び小指、左手の人差し指、中指、薬指及び小指、両手の親指と
いう３回の印刷処理により全ての印刷を行うことができる。
　また、印刷処理手段は、印刷指Ｕ１の爪Ｔを撮影する撮影部３０と、この撮影部３０に
より撮影された爪領域にそれぞれ印刷を施す印刷部４０とを備えているので、複数の指を
同時に印刷する場合でも、印刷指Ｕ１の種類や大きさ、各印刷指Ｕ１の爪Ｔの位置、範囲
等を正確に識別して、適切な位置に印刷を施すことができる。
【００６９】
［第４の実施の形態］
　次に、本発明に係るネイルプリント装置の第４の実施形態について説明する。なお、本
実施形態は、ネイルプリント装置の操作盤の構成が第１の実施形態から第３の実施形態と
異なるものであるため、以下においては、特に第１の実施形態から第３の実施形態と異な
る点について説明する。
【００７０】
　本実施形態のネイルプリント装置１は、第１の実施形態から第３の実施形態とほぼ同様
の装置構成を備えており、第３の実施形態と同様の操作盤７２を備えている。
【００７１】
　本実施形態において、制御装置５１は、第１の実施形態から第３の実施形態と同様に、
印刷部４０等を制御する制御手段として機能する。
　具体的には、第２の印刷開始指示手段である印刷ボタン７２ｅのみから指示が入力され
たときは、直ちに各爪Ｔへの印刷処理を開始するよう印刷処理手段（すなわち、撮影部３
０、印刷部４０）を制御する。他方、第１の印刷開始指示手段である両手ボタン７２ｆか
ら指示が入力され、その後第２の印刷開始指示手段である印刷ボタン７２ｅから指示が入
力されたときは、印刷ボタン７２ｅから指示が入力されてから予め定められている時間経
過後に印刷処理を開始するように印刷処理手段（すなわち、撮影部３０、印刷部４０）を
制御するようになっている。
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【００７２】
　なお、その他の構成は、第１の実施形態から第３の実施形態で示したものと同様である
ため、その説明を省略する。
【００７３】
　次に、図１４を参照しつつ、本実施形態におけるネイルプリント装置１の作用を説明す
る。
【００７４】
　印刷を行う場合、ユーザが、ネイルプリント装置１の電源ボタン７２ａを入れて制御部
５０を起動させ、印刷指Ｕ１に印刷したいネイル画像パターン（デザイン）を選択し、確
定させと、液晶タッチパネル部７２０に、印刷処理の初期画面表示が表示される（ステッ
プＳ６１）。
【００７５】
　片手ずつ印刷を行う場合には、ユーザは、印刷指Ｕ１を印刷指挿入部２０ａに挿入し、
非印刷指Ｕ２を非印刷指挿入部２０ｂに挿入して、印刷指Ｕ１を固定した上で、印刷ボタ
ン７２ｅを操作する。
　例えば、左手の人差し指、中指、薬指及び小指の爪Ｔに印刷を施したい場合には、印刷
指挿入部２０ａに人差し指、中指、薬指及び小指を平面的に並べて挿入し、非印刷指挿入
部２０ｂに親指を挿入する。そして、印刷指挿入部２０ａに挿入した人差し指、中指、薬
指及び小指と非印刷指挿入部２０ｂに挿入した親指とで掴み部２０ｃを挟持する。これに
よって、印刷指Ｕ１である人差し指、中指、薬指及び小指が固定される。そして、ユーザ
は、ネイルプリント装置１に挿入していない方の手（本実施形態では右手）で印刷ボタン
７２ｅを操作する。
【００７６】
　制御装置５１は、印刷ボタン７２ｅから指示が入力されたか否か（すなわち、印刷ボタ
ン７２ｅが操作されたか否か）を判断する（ステップＳ６２）。印刷ボタン７２ｅから指
示が入力されたとき（ステップＳ６２；ＹＥＳ）は、直ちに各爪Ｔへの印刷処理を開始す
るよう印刷処理手段を制御する。なお、ステップＳ６３からステップＳ６７の各処理は、
第２の実施形態におけるステップＳ２３からステップＳ２７の各処理と同様であるため、
その説明を省略する。
【００７７】
　他方、例えば両手の親指を同時に印刷したい場合には、ユーザは、両手ボタン７２ｆを
操作してから印刷ボタン７２ｅを操作する。そして、ユーザは、予め定められている時間
内（例えば印刷ボタン７２ｅを操作してから１０秒以内）に、印刷指Ｕ１である両手の親
指を印刷指挿入部２０ａに挿入し、非印刷指Ｕ２である人差し指、中指、薬指及び小指を
非印刷指挿入部２０ｂに挿入する。そして、印刷指挿入部２０ａに挿入した両手の親指と
非印刷指挿入部２０ｂに挿入した人差し指、中指、薬指及び小指とで掴み部２０ｃを挟持
する。これによって、印刷指Ｕ１である両手の親指が固定される。
【００７８】
　制御装置５１は、印刷ボタン７２ｅから指示が入力されないとき（ステップＳ６２；Ｎ
Ｏ）は、さらに両手ボタン７２ｆから指示が入力されたか否かを判断する（ステップＳ６
８）。両手ボタン７２ｆから指示が入力されていないとき（ステップＳ６８；ＮＯ）は、
ステップＳ６２に戻って処理を繰り返す。両手ボタン７２ｆから指示が入力されたとき（
ステップＳ６８；ＹＥＳ）は、さらに印刷ボタン７２ｅから指示が入力されたか否かを判
断する（ステップＳ６９）。印刷ボタン７２ｅから指示が入力されていないとき（ステッ
プＳ６９；ＮＯ）は、ステップＳ６２に戻って処理を繰り返す。両手ボタン７２ｆの操作
に続いて印刷ボタン７２ｅからも指示が入力されたとき（ステップＳ６９；ＹＥＳ）は、
制御装置５１は、印刷ボタン７２ｅから指示が入力されてからの経過時間を計時して（ス
テップＳ７０）、予め定められている時間が経過したか否かを常に判断する（ステップＳ
７１）。
　そして、予め定められている時間が経過すると（ステップＳ７１；ＹＥＳ）、各爪Ｔへ
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の印刷処理を開始するよう印刷処理手段（すなわち、撮影部３０、印刷部４０）を制御す
る。撮影部３０及び印刷部４０については、前述のステップＳ６３からステップＳ６７と
同様であるので、その説明を省略する。
【００７９】
　以上のように、本実施形態におけるネイルプリント装置１によれば、次のような効果が
得られる。
　すなわち、本実施形態では、両手ボタン７２ｆの操作に続いて印刷ボタン７２ｅを操作
することにより、印刷ボタン７２ｅを操作してから予め定められている時間（例えば１０
秒）経過後に印刷が開始される。このため、両手の指を印刷する場合でも、手でボタン操
作をしてから印刷指Ｕ１を所定の位置に固定することができ、フットスイッチ等を用いず
に簡易かつ確実に爪Ｔの印刷処理を行うことができる。すなわち、例えば両手の全ての指
の爪Ｔに印刷を施す場合でも、右手の人差し指、中指、薬指及び小指、左手の人差し指、
中指、薬指及び小指、両手の親指という３回の印刷処理により全ての印刷を行うことがで
きる。
　また、印刷処理手段は、印刷指Ｕ１の爪Ｔを撮影する撮影部３０と、この撮影部３０に
より撮影された爪領域にそれぞれ印刷を施す印刷部４０とを備えているので、複数の指を
同時に印刷する場合でも、印刷指Ｕ１の種類や大きさ、各印刷指Ｕ１の爪Ｔの位置、範囲
等を正確に識別して、適切な位置に印刷を施すことができる。
【００８０】
　なお、上記各実施形態において、撮影部３０及び印刷部４０の制御は、他の一般的なプ
リンター制御と同様な方法によって実施することができ、ネイル画像パターン（デザイン
）の選択方法も、他の一般的な図形選択方法によって実施することができる。
【００８１】
　また、上記各実施形態では、印刷スイッチ５２ｅ（又は印刷ボタン７２ｅ）から指示が
入力されてから印刷処理を開始するまでの予め定められている時間が１０秒程度である場
合を例として示したが、この予め定められている時間は、１０秒に限定されない。例えば
、この予め定められている時間をユーザが任意に設定できるようになっていてもよい。
　この場合、例えば、両手スイッチ５２ｆ（又は両手ボタン７２ｆ）を１回操作すると、
印刷処理を開始するまでの予め定められている時間が１０秒に設定され、両手スイッチ５
２ｆ（又は両手ボタン７２ｆ）をもう１回操作すると、５秒に設定され、さらにもう１回
操作すると、２秒に設定されるというように、印刷処理が開始されるまでの予め定められ
ている経過時間の長さを、段階的に、任意に切り替える切替手段として機能するように両
手スイッチ５２ｆ（又は両手ボタン７２ｆ）を構成してもよい。また、操作盤５２に両手
スイッチ５２ｆ（又は両手ボタン７２ｆ）とは別に、切替手段としての切替スイッチ（又
は切替ボタン）を備えるようにしてもよい。
　このように、任意に予め定められている時間を切り替えることができるようにした場合
には、ユーザの好み、要望に応じた設定をすることができ、便宜である。
【００８２】
　また、本実施形態では、爪Ｔを撮影するための撮影部３０を備え、撮影部３０と印刷部
４０とで印刷処理手段が構成されている場合を例としたが、撮影部３０は必須の構成要素
ではない。例えば指を１本ずつしか印刷しない場合や各印刷指Ｕ１の載置場所が正確に位
置決めされているような場合には撮影部３０を備えない構成とすることもできる。このよ
うに撮影部３０を備えていない場合には、印刷部４０のみで印刷処理手段が構成される。
【００８３】
　また、本実施形態では、印刷処理において、印刷指Ｕ１を１本ずつ撮影部３０で撮影し
、その爪Ｔの形状や範囲等を特定し、当該印刷指Ｕ１に印刷を行うことを繰り返しながら
全印刷指Ｕ１について印刷を行う例を示したが、印刷処理の仕方はこれに限定されない。
　例えば、印刷処理の開始時に撮影部３０によって印刷指Ｕ１を撮影し、この撮影によっ
て得られた画像データに基づいて印刷指Ｕ１全ての位置、各指の爪Ｔの位置・大きさ・範
囲等を特定して、各印刷指Ｕ１の爪Ｔについて連続的に印刷を行うようにしてもよい。



(17) JP 5051276 B2 2012.10.17

10

20

30

【００８４】
　また、本実施形態では、印刷部４０として、印刷ヘッド４６が、主キャリッジ４２及び
副キャリッジ４５によりＸＹ方向に移動自在となっているものを例としたが、印刷部４０
はこれに限定されない。例えば、印刷ヘッド４６として、複数の印刷指Ｕ１に対応する大
きさのものを用いる場合には、ＸＹ方向のいずれかに移動可能なもの、又は固定型のもの
を用いることも可能である。
【００８５】
　また、本実施形態では、印刷開始指示を行う操作子として、図９等の印刷スイッチ５２
ｅ及び両手スイッチ５２ｆ、図１２の印刷ボタン７２ｅ及び両手ボタン７２ｆを用いてい
るが、「操作子」は、タッチパネルも含む広い概念であり、この場合は、タッチパネルに
対する印刷開始指示により実行される。
【符号の説明】
【００８６】
１　　　ネイルプリント装置
２　　　ケース本体
４　　　蓋体
２０ａ　印刷指挿入部
２０ｂ　非印刷指挿入部
２０ｃ　掴み部（隔壁）
２０　　印刷指固定部
３０　　撮影部
３２　　カメラ
３３　　照明灯（ＬＥＤ）
４０　　印刷部
５０　　制御部
５２　　操作盤
５２ｅ　印刷スイッチ
５２ｆ　両手スイッチ
Ｔ　　　爪
Ｕ１　　印刷指
Ｕ２　　非印刷指
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